
 
「東日本大震災」被災者救援、原発事故の危機収束と復興は国の総力で… 

原子力・エネルギー政策の転換と防災の街づくりに全力を尽くします。 

日本共産党市会議員団 

日
本
共
産
党
議
員
団
の
一
般
質
問 

＊
広
瀬
憲
一
議
員 

大
型
商
業
施
設
の
進
出
に
土
地
利
用
制
限
を 

市
長
―
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
ま
す 

 【
問
】 

氷
上
工
業
団
地
跡
地
に
大
型
商
業
施
設
の

進
出
予
定
が
発
表
さ
れ
、
商
工
関
連
業
者
な
ど
に
大

変
心
配
さ
れ
て
い
る
。
大
店
舗
法
廃
止
以
後
土
地
利

用
の
制
限
は
難
し
い
。
今
後
の
経
済
基
盤
を
育
て
る

た
め
「
土
地
利
用
に
関
す
る
規
制
条
例
」
の
設
置
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
商
工
会
な
ど
と
協
議
し
、
進

出
業
者
と
の
間
に
立
ち
話
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

【
答
】 

都
市
計
画
区
域
の
拡
大
の
上
、
用
途
制
限

地
域
な
ど
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
オ

リ
ッ
ク
ス
不
動
産
に
は
地
元
既
存
店
と
の
共
存
共

栄
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
が
直
接
対
話
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
広
く
実
施 

 

市
長
―
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い 

 

【
問
】 

全
国
各
地
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
創
設
が
相
次
い
で
お
り
経

済
効
果
は
事
業
規
模
の
数
十
倍
に
も
及

ぶ
。
①
住
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
住
宅
を
確
保
し
地
域
の
消
費
拡
大
を

図
る
。 

②
地
元
の
業
者
が
施
工
す
る
こ
と
で
住

宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
循
環

型
経
済
の
活
性
化
に
な
り
緊
急
経
済
対

策
に
な
る
。
③
不
足
し
て
い
る
建
築
関
連

の
技
術
者
の
育
成
と
確
保
に
な
る
。
市
の

景
気
回
復
と
地
域
活
性
の
た
め
制
度
の

実
施
が
必
要
だ
。 

【
答
】 

２
０
１
１
年
度
住
宅
施
設
の
充

実
に
支
援
を
実
施
し
、
経
済
対
策
を
し
て

い
ま
す
。
制
度
創
設
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。 

□ 

「
競
輪
・
場
外
車
券
売
り
場
」

の
設
置
反
対
を
地
域
住
民
と
共
に 

 

春
日
町
歌
道
谷
と
氷
上
町
大
崎
境
の
「
パ
チ

ン
コ
太
陽
」
の
店
内
に
、「
岸
和
田
競
輪
」
の
場

外
車
券
売
り
場
を
作
る
計
画
（
岸
和
田
市
が
民

間
業
者
に
場
外
車
券
売
り
場
を
委
託
し
て
設
置

し
、
売
上
を
増
や
そ
う
と
す
る
も
の
）
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
域
は
、
高
校
生
の
通
学
路
で
、
し
か

も
隣
接
地
に
は
広
大
な
多
目
的
市
有
地
、
Ｊ
Ｒ

石
生
駅
前
住
宅
地
な
ど
も
あ
り
青
少
年
の
健
全

育
成
や
地
域
の
住
環
境
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
競
輪
は
、“
ギ

ャ
ン
ブ
ル
”
で
人
々
の
金
銭
感
覚
を
麻
痺
さ
せ

人
生
を
狂
わ
せ
る
危
険
も
あ
り
、
交
通
渋
滞
、

違
法
駐
車
、
暴
力
団
、
ご
み
の
散
乱
。
風
紀
の

乱
れ
な
ど
様
々
な
問
題
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
不
安
を
感
じ
る
の
は
当
然
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、「
自
然
豊
か
な
生
活
環
境
を
守
ろ

う
」
と
い
う
地
元
の
方
々
が
、
「
競
輪
・
場
外
車

券
売
り
場
設
置
問
題
を
考
え
る
会
」
を
立
ち
あ

げ
、
そ
の
中
止
を
求
め
ビ
ラ
や
署
名
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
、「
パ
チ
ン
コ
太
陽
」
に
最
も
近
く
、

影
響
を
受
け
る
春
日
町
野
山
自
治
会
と
船
城
小

学
校
区
の
１
１
自
治
会
長
で
構
成
す
る
船
城
自

治
協
議
会
も
反
対
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
西
本
議
員
が
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
、
市
長
に
、「
市
民
生
活
に
有
害
な
施

設
を
つ
く
る
こ
と
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
多

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
反
対
す
る
よ

う
」
求
め
ま
し
た
が
、
市
長
は
、「
決
定
権
も
な

く
、
意
見
も
求
め
ら
れ
な
い
の
で
見
守
っ
て
い

く
」
と
静
観
の
態
度
。
再
度
、「
街
づ
く
り
や
市

民
の
生
活
に
直
接
影
響
す
る
こ
と
だ
け
に
、
静

観
は
許
さ
れ
な
い
、
反
対
の
地
域
も
あ
り
関
係

地
域
や
各
界
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
で
き
な
い

の
か
」
と
追
及
し
、
市
長
は
「
再
度
研
究
・
検

討
す
る
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
、
自
然
豊
か
で
安
心
安
全
な
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
全
力
を
挙
げ
ま
す
。 

  

■
生
活
や
市
政
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に 

・広
瀬
憲
一 
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＊
西
本
嘉
宏
議
員 

競
輪
場
外
車
券
売
り
場
は
、
市
の
発
展
を
妨
げ
る 

市
長
―
地
域
社
会
へ
の
十
分
な
調
整
が
必
要 

 【
問
】
市
民
の
生
活
環
境
と
丹
波
市
の
発
展
を
妨
げ

る
、
岸
和
田
競
輪
「
場
外
車
券
売
り
場
」
の
設
置
に
つ

い
て
。 

【
答
】
競
輪
場
外
車
券
売
り
場
は
、
個
人
又
は
法
人
が

地
域
社
会
へ
の
十
分
な
調
整
を
行
い
、
国
の
許
可
を
受

け
て
行
う
も
の
で
、
い
ま
関
係
機
関
で
調
整
や
協
議
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
著
し
く
阻
害
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
関
係
者
の
意

見
を
聞
い
て
研
究
し
対
処
し
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
の
意
思
表
示
を
、 

市
長
―
市
は
多
大
な
影
響
、
食
糧
の
安
全
保
障
を 

 【
問
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
考
え
方
と
対
応
、
稲
発
酵

粗
飼
料
の
作
付
け
拡
大
推
進
に
つ
い
て 

【
答
】
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
丹
波
市
に
と
っ
て
多

大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
必
至
で
す
。
国
の
責
任
で

食
糧
安
全
保
障
の
確
立
を
提
唱
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
稲
発
酵
粗
飼
料
は
、
Ｊ
Ａ
と
農
家
で
取
組

ん
で
い
る
が
、
現
状
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が

安
定
し
て
い
る
。 

 

「
公
契
約
条
例
」
で
、
賃
金
な
ど
労
働
条
件
改
善
を 

 

市
長
―
労
働
条
件
の
改
善
必
要
、
対
策
を
講
じ
る 

 

【
問
】
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
従
事
す
る
労
働

者
の
賃
金
や
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る
た
め
に
「
公
契

約
条
例
」
の
制
定
を
求
め
る
。 

【
答
】
本
来
国
に
お
い
て
法
律
の
制
定
す
べ
き
だ
が
、

労
働
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
労
働
条
件
の
確
立

は
必
要
で
す
。
発
注
、
契
約
段
階
に
お
い
て
、
労
働
者

保
護
に
繋
が
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
検
討
し

ま
す
。 

   

□  ごみ袋料金値下げへ 

  “県下で一番高いごみ袋”の料金を「何とかしてほしい」という

市民の声を受けて、日本共産党市議団は、これまで再三再四引き下げ

を要求してきましたが、２０１１年度（平成２３年度）から若干では

ありますが、やっと引き下げることになりました。大袋 1枚 100円が

80円に（10枚で 1000円から 800円に）、中袋 70円が 60円になりま

す。実施は、5月 1日からになります。引き下げたとはいえ、30円～

50 円という多くの近隣自治体よりもまだ高く、引き続き引き下げを

要求していきます。 

□  「住宅リフオーム促進事業補助金」 

 日本共産党市議団は、住宅リフオーム促進事業補助金を求め、繰

り返し一般質問など行ってきました。 

これは、市民が住宅をリフオームする場合、市内業者に仕事を依頼す

ると補助金を出す制度です。 

市民も業者も助かり、経済波及効果が大きいといわれており、取り上

げる自治体も 200を超え増えています。 

丹波市では、２０１０年度の補正予算で、国の交付金事業を受けて、

65 歳以上の高齢者のおられる世帯に、市内業者によるバリアフリー

改修に要した費用の一部を補助する事業を実施する予算を 1000 万円

計上し、２０１１年度にも継続しています。20%の助成で最高 20万円

まで補助されることになります。 

さらに、２０１１年度予算では、Ｉターン、Ｕターン者の住宅改修や

国産材使用の住宅改修にも補助金を出すことになっていますが、党議

員団は、こうした限定的な制度ではなく、広く市民一般に適用できる

住宅リフオーム促進事業補助金制度をと要求しています。 

 


